
「（仮称）札幌市犯罪のない安全で安心なまちづくり条例」検討懇談会 意見概要一覧 

市市民民やや事事業業者者のの皆皆ささんん、、地地域域ぐぐるるみみででででききるるこことと  

〜それぞれに何ができる、力を合わせて何ができる？〜 

＜情報提供などで、個人や家庭から防犯への関

心を高める＞ 

・ 地 域 防 犯 に 対 す る 個 人 の 意 識 が 低 い 。  

・ 地 域 と の 関 わ り を 拒 む 意 識 が あ る（ プ ラ イ バ シ ー 重 視 ？ ）。 

・ そ の 一 方 で 、（ 振 り 込 め サ ギ 等 ）家 の 中 で お き る 犯 罪 へ の

関 心 は 高 い 。  

・ 家 の 中 で お き る 犯 罪 も 条 例 の 対 象 に し 、 個 人 の 意 識 を 高

め る 。  

・ 地 域 防 犯 活 動 を し て い な い 一 般 の 人 を 対 象 に 「 気 づ い て

も ら う 、 知 っ て も ら う 」 こ と が 大 切 。  

・ 日 頃 か ら 「 誰 に SOS す れ ば 良 い か 」 を 知 っ て も ら う 。  

＜安全な繁華街になるようお店の協力も＞ 

・ 繁 華 街 で の 犯 罪 が 多 い 。  

・ お 店 も 防 犯 活 動 に 協 力 す る こ と が 大 切 。  

＜子どもや若者との連携で意識づくりを＞ 

・ 地 域 防 犯 の 中 心 と な っ て い る 町 内 会 も 高 齢 化 し て い る 。  

・ 毎 月 、防 犯 活 動 を し て い る が 、日 常 の 意 識 づ く り が 大 切 。  

・ 北 大 の 学 生 と 商 店 街 が 連 携 し て 地 域 活 動 が 活 性 化 し て い

る 事 例 も あ る 。  

・ 小 学 生 、 大 学 生 な ど 若 い 人 と 一 緒 に 活 動 す る こ と は 防 犯

意 識 を 高 め る 。  

＜地域による意識や取組の差を埋める＞ 

・ 地 域 活 動 が 活 発 に な ら な い 地 区 も あ る （ 共 稼 ぎ 世 帯 が 多

い 等 ）。  

・ 学 校 で の 安 全 安 心 マ ッ プ づ く り を 通 し て 危 険 な と こ ろ を

子 ど も に 教 え て い る 。  

・ 地 域 に よ っ て 学 校 の 対 応 が 異 な る 。  

＜地域活動の立ち上げや参加のきっかけづくり

が重要＞ 

・ 連 続 放 火 事 件 を き っ か け に パ ト ロ ー ル 運 動 、 他 の 犯 罪 も

減 少  

・ 活 動 に PTA の 協 力 が 得 ら れ な い の が 悩 み 。  

・ PTA も 地 域 に よ っ て 温 度 差 が あ る 。  

・ 気 軽 に 活 動 に 参 加 で き る き っ か け づ く り が 重 要 。  

・ 熱 心 に 声 か け を す れ ば 1/3 は 参 加 し て も ら え る 。  

＜区の境を超えた地域間連携を＞ 

・ 不 審 者 メ ー ル な ど 、 区 域 を 越 え て 配 信 さ れ る べ き 地 域 に

必 要 な 情 報 も あ る 。  

・ 区 が 違 う と 情 報 が 流 れ な い 。  

・ 区 の 広 域 連 携 に よ る タ イ ム リ ー な 情 報 提 供 が 大 切 。  

＜住宅地の防犯が今後の課題＞ 

・ 公 共 空 間 の み な ら ず 、 高 齢 化 、 空 洞 化 に 伴 い 、 住 宅 地 も

同 様 に 取 組 が 必 要 。  

・ 花 植 え 等 、 美 化 活 動 と い っ た 気 軽 に で き る 取 組 も 防 犯 に

つ な が る 取 組 。  

 

大大 切切 なな 「「 心心 がが まま ええ 」」   

〜安全で安心なまちづくりを進める上でどのような心がまえが必要？〜 

＜日常の「気遣い合い」を基本に＞ 

・ 「あいさつ、見守り、助け合い」を基本に日

常の「地域の絆」づくりを進めていくべき。 

・ プライバシーへも配慮しつつ、隣近所のこと

を気遣うことが大切。 

 

＜自主自立の意識＞ 

・ 「自分たちの子どもは自分たちで守ろう」と

いう意識を持つことが大切。 

・ 防犯に限らず、住民が地域に任せきりになっ

ている現状は問題。 

 

＜条例により地域活動の大切さを理解してもら

う＞ 

・ 高齢単身の方の見守りは難しい。 

・ 福 祉 マ ッ プ づ く り で も 同 様 に プ ラ イ バ シ ー

の問題が伴う。 

・ さ ま ざ ま な 考 え や 価 値 観 の 人 に 対 す る 配 慮

が必要。 

・ 条 例 の 施 行 に よ っ て 地 域 の 理 解 も 得 や す く

なるのではないか。 

 

＜防犯活動は地域のつながりづくり＞ 

・ 防 犯 パ ト ロ ー ル は 地 域 の つ な が り が 生 ま れ

る効果がある。 

 

＜多様な価値観と安全・安心の共存には住民議論の

場が大切＞ 

・ 住民参加の議論で、安全・安心と緑の保全な

どの価値観の共存が可能に。 

・ 多様な価値観の共存は、新しい「場の価値」

を生み、施設利用の活性化にもつながる。 

 

＜福祉などの他の分野との連携＞ 

・ 福祉など他の分野と連携することによって、

特 に 高 齢 者 の 犯 罪 被 害 遭 遇 を 未 然 に 防 止 す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札札 幌幌 市市 にに 求求 めめ らら れれ るる 取取 組組   

〜具体的な取組がより効果的に行われるためには、何が必要？〜 

＜地域防犯活動の継続のための支援を＞ 

・ 活 動 の 立 ち 上 げ よ り 継 続 し て い く こ と が 大

変。 

 

＜地域防犯活動の顕彰が活動への励みにつなが

る＞ 

・ ボランティア活動を地域で認めてもらう。 

・ 市による地域防犯活動の顕彰は有効。 

 

＜環境（ハード）の安全の向上を＞ 

・ 犯罪心理に、「その気にさせる環境（まちの

汚れ等）」がある。 

・ 防 犯 の 視 点 に よ っ て 公 共 空 間 の 安 全 性 を 高

めていくことが大切。 

・ 少子高齢化、人口減少時代の施策プライオリ

ティの尺度に犯罪防止の視点を。 

・ 空地、未利用地に対して、犯罪防止の視点か

ら地域等による一時利用の道を開く。 

 

＜都心、中心市街地では公共空間に市民が係る

仕掛けを＞ 

・ 公共空間で、いつも誰かが、何かに関わって

いることが防犯の視点にも有効。 

・ 公 共 空 間 へ の 関 わ り づ く り の メ ニ ュ ー と 場

所づくりが大切。 

 

＜住宅地の防犯が今後の課題（再掲）＞ 

・ 公共空間のみならず、高齢化、空洞化に伴い、

住宅地も同様に取組が必要。 

 

＜犯罪情報の共有を妨げるﾊﾞﾘｱｰを解消する＞ 

・ 犯罪情報が行政区域で分断され、必要な人に

伝わらないことがある。 

・ 情 報 が 必 要 な 人 に 的 確 に 流 れ る 仕 組 み を つ

くる。 

・ ま ち セ ン や 区 に 情 報 の 中 継 地 と し て の 役 割

が求められる。 

・ 適 切 な 情 報 の 集 約 と 必 要 な 受 け 手 に 配 信 す

る仕組みが必要。 

 

＜組織横断による安全・安心の推進を＞ 

・ まず、関係するセクションで問題を共有する

「場」を設けることが大切。 

・ 既 存 の セ ク シ ョ ン で 対 応 で き な い こ と が あ

れば、受け皿を考えることが大切。 

 

犯犯 罪罪 被被 害害 者者 等等 へへ のの 支支 援援   

〜犯罪被害者等への支援のために札幌市に求められる取組は？〜 

 

＜犯罪被害者の相談窓口の設置を＞ 

・ 犯罪被害者が、気軽に相談できる「場」があ

ることが大切。 

・ 犯罪被害者相談には、高度な専門知識や経験

が求められる場合がある。 

・ まずは相談を受け、情報の提供や適切な専門

の 相 談 窓 口 へ の 橋 渡 し が で き る 総 合 相 談 窓

口の設置を検討してほしい。 

 

＜犯罪被害者からの相談に適切に応じられる人

材の育成を＞ 

・ 相 談 に 適 切 に 応 じ ら れ る 人 材 の 育 成 が 大 切

である。 

 

＜犯罪被害者に関する報道＞ 

・ 犯 罪 被 害 者 に 関 す る 報 道 姿 勢 に 疑 問 を 感 じ

る場合もある。 

・ 報 道 の 自 由 の 観 点 か ら 規 制 を 設 け る こ と は

難しい。報道倫理の遵守が大切。 

 

資料 １ 

黒文字-第 2 回での意見

青文字-第 3 回での意見


